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温度要件
スイッチの動作温度は海抜ゼロで 0～ 40 °C（32～ 104 °F）です。高度が海抜 300 m（1000
フィート）ごとに、最大周囲温度は1°C低下します。スイッチの非動作時の温度は -40～70°C
（-40～ 158 °F）です。

湿度の要件
温度調節された建物は、通常、スイッチ機器にとって許容レベルの湿度を維持します。スイッ

チを極端に湿度の高い場所に設置する場合は、除湿装置を使用して、湿度を許容範囲内に維持

してください。

高度要件
高度定格は 3048 m（10,000フィート）です。中国の場合、2000 m（6,562フィート）です。
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埃および微粒子の要件
排気ファンは電源モジュールを冷却します。シャーシ内のさまざまな開口部を通じて空気を吸

気および排気することによって、システムファンはスイッチを冷却します。また、ファンはほ

こりやその他の微粒子を吸い込み、スイッチに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上

昇する原因にもなります。ほこりや微粒子は絶縁体となり、スイッチの機械部品と干渉する可

能性があります。清潔な稼働環境を維持することにより、ほこりなどの微粒子による悪影響を

減らすことができます。

ほこりや粒子が付かない環境を保つことに加えて、これらの前提条件に従い、スイッチが汚れ

ないようにします。

•スイッチの近くでの喫煙を禁止します。

•スイッチの近くでの飲食を禁止します。

電磁干渉および無線周波数干渉の最小化
スイッチからの電磁波干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、他のデバイス（ラジオ
およびテレビ受信機）に悪影響を及ぼす可能性があります。また、スイッチから出る無線周波

数が、コードレス電話や低出力電話の通信を妨げる場合もあります。逆に、高出力の電話から

の RFIによって、スイッチのモニタに意味不明の文字が表示されることがあります。

RFIは、10kHzを超える周波数を発生させるEMIとして定義されます。このタイプの干渉は、
電源ケーブルおよび電源を通じて、または送信された電波のように空気中を通じてスイッチか

ら他の装置に伝わる場合があります。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ装置が放
出する EMIおよび RFIの量を制限する固有の規制を公表しています。各スイッチは、FCCの
規格を満たしています。

EMIおよび RFIの発生を抑えるために、次の注意事項に従ってください。

•すべての空き拡張スロットをブランクフィラープレートで覆います。

•スイッチと周辺装置との接続には、必ず、金属製コネクタシェル付きのシールドケーブ
ルを使用します。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、配線上の信号の間で干渉が発生することがあ

り、そのために次のような影響があります。

•配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

•特に雷または無線トランスミッタによって生じる強力な EMIは、シャーシ内の信号ドラ
イバやレシーバーを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気

的に危険な状況をもたらす原因になります。
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強力な EMIを予測して防止するには、無線周波数干渉（RFI）の専門家に相談する必要があり
ます。

（注）

アース導体を適切に配置してツイストペアケーブルを使用すれば、配線から無線干渉が発生す

ることはほとんどありません。銅線ケーブルは、メディアタイプの最大距離を超えないように

してください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁パルス（EMP）に
より、電子スイッチを破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがありま

す。過去にこのような問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談して

ください。

注意

衝撃および振動の要件
スイッチは、動作範囲、運搬、および地震の標準を満たすように衝撃と振動の検査を受けてい

ます。

静電破壊の防止
コンポーネントの多くは、静電気によって破損する可能性があります。適切な静電気防止策を

講じなかった場合、コンポーネントに継続的な障害が発生したり、完全に破損したりする可能

性があります。静電破壊の可能性を最小限に抑えるために、静電気防止用リストストラップ

（またはアンクルストラップ）を肌に密着させて着用してください。

静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1～ 10 MΩで
ある必要があります。このマニュアルに記載されている手順を実行する前に、静電気防止用ス

トラップを手首に取り付けて、コードをシャーシに接続します。

（注）

アース要件
スイッチは、電源によって供給される電圧の変動の影響を受けます。過電圧、低電圧、および

過渡電圧（スパイク）によって、データがメモリから消去されたり、コンポーネントの障害が

発生するおそれがあります。このような問題から保護するために、スイッチにアース接続があ

ることを確認してください。
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スイッチのアースパッドは、アース接続に直接接続するか、完全に接合されてアースされた

ラックに接続します。

アースされたラックに正しくシャーシを取り付けている場合、スイッチはラックに金属間接続

されている（ペンキ、シミ、泥などがない）ためアースされています。「注」を参照して、

ラックとスイッチ間の適切な導通を維持してください。

また、国や地域の設置要件を満たすユーザーが用意したアース線を使用して、シャーシをアー

スします。米国で設置する場合は、6-AWG線をお勧めします。アースラグ（スイッチアクセ
サリキットに同梱）を使用してアース線をシャーシおよび設置場所のアースに接続します。

電導経路を必ず本製品のシャーシと製品を搭載するラックまたは筺体の金属面との間に作成す

るか、またはアース導体に接続するようにしてください。ネジ山を形成するタイプの取り付け

ネジを使用して塗料または非導電コートを除去し、金属間接点を作ることにより必ず電導経路

を確保してください。取り付け金具と筺体またはラックとの接触面の塗料または非導電コート

はすべて除去します。表面を清浄にし、取り付け前に腐食防止剤を塗布します。

（注）

所要電力のプランニング
スイッチの所要電力を計画するには、これらの各項目を特定する必要があります。

•全スイッチコンポーネントの所要電力

•スイッチに取り付けられているコンポーネントへの電力供給に必要な電源モジュールの最
小数

•使用する電源モードおよびそのモードに必要な追加の電源モジュール数

回路障害の可能性を最小限に抑えるために、スイッチが専用回路を使用していることを確認し

ます。

操作 (利用可能な電力)と冗長性 (予約電力)に必要な電力を計算します。必要な数の入力電源
レセプタクルを計画します。電力レセプタクルの届く範囲でスイッチを取り付けます。

手順

ステップ 1 設置された各モジュールの最大ワット数を合計して、スイッチモジュールの所要電力を特定します。表を
参照してください。

最大標準コンポーネント

——スーパーバイザモジュール

80 W69 Wスーパーバイザ A（N9K-SUP-A）–
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最大標準コンポーネント

80 W69 Wスーパーバイザ A+（N9K-SUP-A+）–

90 W75 Wスーパーバイザ B（N9K-SUP-B）–

80 W75 Wスーパーバイザ B+（N9K-SUP-B+）–

25 W14 Wシステムコントローラ（N9K-SC-A）

504 W330 WN9K-C9516-FMファブリックモジュールでサポートされるラインカード

432 W310 W8ポート 100ギガビットイーサネット CFP2ラインカード
（N9K-X9408PC-CFP2）

–

300 W240 W32ポート 40ギガビットイーサネット QSFP+ラインカード
（N9K-X9432PQ）

–

400 W360 W36ポート 40ギガビットイーサネット QSFP+ラインカード
（N9K-X9536PQ）

–

240 W160 W48ポート 1/10ギガビットイーサネット SFP+および 4ポート 40ギガ
ビットイーサネット QSFP+ラインカード（N9K-X9464PX）

–

360 W300 W48ポート 1/10GBASE-Tおよび 4ポート 40ギガビットイーサネット
QSFP+ラインカード（N9K-X9464TX）

–

360 W288 W48ポート 1/10GBASE-Tおよび 4ポート 40ギガビットイーサネット
QSFP+ラインカード（N9K-X9464TX2）

–

400 W300 W48ポート 1/10ギガビットイーサネット SFP+および 4ポートQSFP+ラ
インカード（N9K-X9564PX）

–

540 W450 W48ポート 1/10GBASE-Tおよび 4ポート 40ギガビットイーサネット
QSFP+ラインカード（N9K-X9564TX）

–

1320 W

900 W

980 W

439 W
100ギガビット -Eおよび

-E2ファブリックモジュールでサポートされるラインカード

516 W415 W48ポート 10/25ギガビットイーサネット SFP28および 4ポート 40/100
ギガビットイーサネットQSFP28ラインカード（N9K-X97160YC-EX）

–

684 W346 W48ポート 10ギガビットイーサネット SFP+および 4ポート-100ギガ
ビットイーサネットラインカード（N9K-X9788TC-FX）

–

792 W632 W36ポート 100ギガビットイーサネット QSFP28ラインカード
（N9K-X9736C-EX）

–

900 W607 W36ポート 100ギガビットイーサネット QSFP28ラインカード
(N9K-X9736C-FX)

–

設置場所の準備

5

設置場所の準備

所要電力のプランニング



最大標準コンポーネント

1075 W690 W36ポート 100ギガビットイーサネット QSFP28ラインカード
（N9K-X9736C-FX3）

（注）

N9K-X9736C-FX3は FM-E2でのみサポートされます。

–

684 W571 W36ポート 40ギガビットイーサネット QSFP28ラインカード
（N9K-X9636Q-FX）

–

720 W430 W32ポート 100ギガビットイーサネット QSFP28ラインカード
（N9K-X9732C-EX）

–

840 W32ポート 100ギガビットイーサネット QSFP28ラインカード
(N9K-X9732C-FX)

–

600 W330 Wファントレイ（N9K-C9516-FAN）

たとえば、フル搭載されているスイッチによって消費される最大電力量を判別するには、2個のスーパバ
イザ Aモジュール（2 X 80 W = 160 W）、2個のシステムコントローラ（2 X 25 W = 50 W）、16個の 48
ポート 10 GBASE-Tラインカード（16 x 540 W = 8640 W）、6個のファブリックモジュール（6 x 504 W =
3024W）、3個のファントレイ（3 x 451W = 1353W）によって消費される最大電力を加算します。合計は
13,227 Wです。

ステップ 2 モジュールの所要電力量（ステップ 1を参照）をスイッチに取り付けた電源モジュールの出力ワット数
（3000 W）で割ることで、スイッチに取り付けたモジュールへの電力供給に必要な電源モジュールの数を
特定します。小数部分は、最も近い 1の位の数字に切り上げます。

たとえば、最大消費電力が 13,224Wのスイッチを取り付けている場合、スイッチおよびそのモジュールを
稼働するには、5台の電源モジュールが必要です（13,224 W/3000 W = 4.41台、切り上げて 5台の電源モ
ジュール）。

ステップ 3 電源から必要な電力量を確認します。

電源モジュールの効率は定格で 91 %以上です。

•電源から電源モジュールへの入力電力（W）を判別するには、各電源モジュールの送出電力（3000W）
を電源モジュールの効率（0.91）で除算し、その結果にスイッチへの電力供給に必要な電源モジュー
ルの数を乗算します。たとえば、スイッチが 5個の電源モジュールを使用する場合、次のように電源
から必要な電力量を算出できます。

3000 W出力 / 0.91効率 X 5電源モジュール = 16,485 W

•スイッチへの電力供給に必要なアンペア数（A）を判定するには、これらの例に示すように、必要な
最大ワットを使用される電圧で除算します。

• 200ボルト AC（VAC）で 16,485 Aの場合、この式を使用します。

（16,485 W）/（200 VAC）= 82.5 A

• 277ボルト AC（VAC）で 16,485 Aの場合、この式を使用します。

設置場所の準備
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（16,485 W）/（277 VAC）= 59.5 A

• 380ボルト DC（VDC）で 16,48516,500 Aの場合、この式を使用します。

（16,485 W）/（380 VDC）= 43.4 A

•必要な BTUを判定するには、電源に必要なワット数に 3.41214163を乗算します。

たとえば、16,485 Wの場合、この式を使用します。

（16,485 W）X（3.41214163 BTU）= 56,249

回路ブレーカーの必要なアンペア数を評価するには、必要なアンペア数をパーセンテージで除算する必要

もあります。たとえば、スイッチに必要な入力アンペア数が 82.5 Aで、回路ブレーカー最大容量の 80 %
まで使用できる場合、この式を使用して回路ブレーカーの必要な最小アンペア数を計算します。

（82.5 A）/（80 %または 0.80）= 103.1アンペア

ステップ 4 この電源モードのいずれかを選択して、予備電力に必要な追加の電源モジュールの数を特定します。

n+1電源
冗長性

n+n電源
冗長性

入力

ソース

または

グリッ

ド冗長

性

手順と注意事項電源モジュール設定さ

れた電

源冗長

モード

はい非対応はい手順：

ステップ2で決定した電源モジュールの数に、少なくとも
1つの電源モジュールを追加します。

一方の入力を一方の電源（A）に接続し、もう一方の入力
を別の電源（B）に接続します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 6以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PUV2-3000W-Bn+1冗長
性

非対応非対応はい手順：

ステップ 2で決定した数の電源モジュールを取り付けま
す。

一方の入力を一方の電源（A）に接続し、もう一方の入力
を別の電源（B）に接続します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 6以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PUV2-3000W-Bcombined
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n+1電源
冗長性

n+n電源
冗長性

入力

ソース

または

グリッ

ド冗長

性

手順と注意事項電源モジュール設定さ

れた電

源冗長

モード

はいはいはい手順：

ステップ 2で決定した電源装置の数の 2倍を追加します。

電源装置の半分を 1つの電源装置（A）に接続し、電源装
置の別の半分を別の電源装置（B）に接続します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールが 5以下の場合に推奨しま
す。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

n+n冗長
性

はいはい非対応手順：

ステップ 2で決定した電源装置の数の 2倍を追加します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールが 5以下の場合に推奨しま
す。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

n+n冗長
性

はい非対応いいえ手順：

ステップ2で決定した電源モジュールの数に、少なくとも
1つの電源モジュールを追加します。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 1以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

n+1冗長
性

非対応非対応いいえ手順：

ステップ 2で決定した数の電源モジュールを取り付けま
す。

注意事項：

ステップ 2の電源モジュールの数が 1以上の場合に推奨さ
れます。

N9K-PAC-3000W-B

N9K-PDC-3000W-B

N9K-PUV-3000W-B

N9K-PUV2-3000W-B

combined

ステップ 5 電源回路はスイッチ専用であり、他の電気機器に使用しないことを確認してください。

複合モードまたは n+1冗長モードの場合、必要な専用回路は 1つです。n+n冗長モードの場合は、3 kW電
源モジュールに、それぞれが半分ずつ電力を供給する専用電源回路が 2個必要です。表に、各回路の要件
を示します。
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各回路の要件回線数電源モジュール

200～ 240 VACで 16 A1（複合モードまたはn+1冗長モード）

2（n+n冗長モード）

3 kW AC電源モジュール（K9K-PAC-3000W-B）

AC電源：200～ 277 VAC

DC電源：240～ 380 VDC

1（複合モードまたはn+1冗長モード）

2（n+n冗長モード）

3-kW汎用 AC/DC電源 (N9K-PUV-3000W-Bと
N9K-PUV2-3000W-B)

-40～ -75 VDCで 45A

（-48 VDC公称、米国）

（-60 VDC公称、国際）

1（複合モードまたはn+1冗長モード）

2（n+n冗長モード）

3 kW DC電源モジュール（N9K-PDC-3000W-B）

ステップ 6 各電源モジュールに使用する電源ケーブルの届く範囲内に入力電源コンセントを配置するようにプランニ
ングします。最大距離については、表を参照してください。

通常、電源コンセントはスイッチを設置したラックに配置されます。

コンセントと電源モジュール間の最大距離電源モジュール

8～ 12フィート（2.5～ 3.5 m）3 kW AC電源モジュール

14フィート（4.27 m）3 kWユニバーサル AC/DC電源モジュール

4つの 6ゲージワイヤ（推奨）を提供し、そのワイヤを必要な長さに
切断します。これらのワイヤを DC電源モジュールに接続するための
4つの 6ゲージラグを提供します。

3 kW DC電源モジュール

（注）

スイッチの電源をオンにするには、AC、DC、HVAC/HVDC電源モジュールを組み合わせます。

ラックおよびキャビネットの要件
次のタイプのスイッチ用ラックまたはキャビネットを設置します。

•標準穴あき型キャビネット

•ルーフファントレイ（下から上への冷却用）付きの 1枚壁型キャビネット

•標準の Telco 4支柱オープンラック

スイッチを、ホットアイル/コールドアイル環境に置かれているキャビネット内に設置するに
は、キャビネットにバッフルを取り付けて、シャーシの空気取り入れ口への排気の再循環を防

止します。

設置場所の準備
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キャビネットのベンダーに相談してこれらの要件を満たすキャビネットを見つけるか、Cisco
Technical Assistance Center（TAC）で推奨品を確認してください。

•取り付けレールがANSI/EIA-310-D-1992セクション 1に基づく英国ユニバーサルピッチの
規格に準拠する、標準 19インチ（48.3 cm）4支柱Electronic Industries Alliance（EIA）キャ
ビネットまたはラックを使用してください。

•ラックまたはキャビネットの高さは、スイッチと下部支持ブラケットの高さ 21 RU（36.7
インチまたは 93.4 cm）が収まるものである必要があります。

• 4支柱ラックの奥行は、正面および背面の取り付けレール間で 24～ 32インチ（61.0～
81.3cm）である必要があります（下部支持ブラケットまたは他の取り付けハードウェアの
適切な取り付けのため）。

•シャーシとラックの端またはキャビネット内部の間に必要なスペースは次のとおりです。

•シャーシの前面とラックの前面またはキャビネット内部の間に 4.5インチ（11.4 cm）
（ケーブル配線とモジュールのハンドル用に必要）。

•シャーシの背面とキャビネット内部の間に3.0インチ（7.6cm）（使用する場合、キャ
ビネットのエアーフローに必要）。

•シャーシと側およびラックまたはキャビネットの側面のスペースは不要（横方向のエ
アーフローなし）。

また、ラックについては次の設置環境条件を考慮する必要があります。

•電源コンセントは、スイッチが使用する電力コードの届く範囲にある必要があります。

• 3 kWAC電源モジュールの電源コードの長さは 8～ 12フィート（2.5～ 4.3m）です。

• 3 kWユニバーサル AC電源モジュールの電源コードの長さは 14フィート（4.27 m）
です。

3 kW DC電源モジュールの電源ケーブルの提供とサイズの指定
は、ユーザによって行われます。

（注）

•最大768個のポートに接続するケーブル用のスペースが必要です（同じラック内の他のデ
バイスに必要なケーブル配線用と別途）。これらのケーブルによって、シャーシのリムー

バブルモジュールにアクセスできなくなったり、シャーシに出入りするエアーフローをさ

えぎったりしてはいけません。シャーシの左右にあるケーブル管理フレームを通じて、

ケーブルを配線します。

また、電源コンセントは、スイッチが使用する電力コードの届く範囲にある必要があります。

設置場所の準備
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ステートメント 1048：ラックの安定性

ラックの安定装置を取り付けるか、ラックを床にボルトで固定してから、設置または保守を行

う必要があります。ラックを安定させないと、身体に傷害を負う可能性があります。

警告

スペース要件
シャーシの設置を正しく行えるように、シャーシと他のラック、デバイス、または構造体との

間に適切なスペースを確保します。ケーブルの配線、通気の確保、およびスイッチのメンテナ

ンスを行えるように、シャーシに適切なスペースを確保します。このシャーシの設置に必要な

スペースについては、図を参照してください。

ファントレイおよびファブリックモジュールの交換に

必要な背面保守用スペース

9シャーシ1

キャビネットドアを使用するときに、モジュールのハ

ンドルに必要な最小スペース（最適なエアーフローのた

め最大 6インチ [15.24 cm]を推奨）

10ラックマウントの垂直の支柱とレー

ル

2

シャーシの奥行11キャビネット（オプション）3

キャビネットドアを使用するときに、ラインカードで

ケーブル管理とイジェクタハンドルのために推奨され

るスペース（最適なエアーフローのため 6インチ [15.24
cm]を推奨）

12すべてのモジュールおよび電源装置

に対するコールドアイルからの空気

取り入れ口

4

設置場所の準備
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シャーシの設置とラインカードの交換に必要なスペー

ス

13すべてのモジュールおよび電源装置

に対するホットアイルへの排気口

5

シャーシとそれぞれの側面の垂直取り付けブラケットを

合わせた幅

14左側のスペースは不要（左側にエ

アーフローなし）

6

側面スペース。シャーシの古いラインカードハンドル

回転に必要（回転の異なるハンドルを備えた現在のライ

ンカードには不要）

15シャーシの幅7

右側のスペースは不要（右側にエ

アーフローなし）

8

Network Equipment-Building System（NEBS）宣言
ネットワーク機器構築システム（NEBS）証明の通常の規格準拠宣言および要件は、ここに一
覧表示されます。

ステートメント 8015 -ネットワークテレコミュニケーション施設での設置場所

この装置は、ネットワークテレコミュニケーション施設での設置に適しています。

（注）

ステートメント 8016 - National Electric Code（NEC）が適用される設置場所

この装置は、NECが適用される場所での設置に適しています。

（注）

ステートメント 1056 -未終端の光ファイバケーブル

未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可

能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕

微鏡など）を使用し、100 mm以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。

警告

ステートメント 1255 -レーザーのコンプライアンスに関する考慮事項

着脱可能な光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠に関
する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10および 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。

警告

設置場所の準備
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


